
iDEA’s 月間スタート 

 １０月２６日（水）に年次のガイダンス集会があり、宮浦先

生から１１月を iDEA’s 月間にし、今まで以上に勉強に集中し

ようというお話がありました。２１回生にとっておなじみの

iDEA。今月だけは、スローガンを変更して（追加して）、「i(一

生懸命)・D(どんなときも/どの教科も)・E(栄光を目指して)・

A(あきらめずに)・S(Study する)」としました。やらされる勉

強ではなく、自ら目標を立て、それに向けて勉強してほしいと

いう年次団の思いです。自

分の目標を達成するだけ

でなく、掲示してある同級

生の目標を見て、刺激をも

らってください。 

 

 

 

 

 

１０月考査トップの６人に勉強方法を聞きました！ 

 iDEA’s 月間ということで、今号の通信は「お勉強特集」で

す。１０月考査の結果が返ってきました。その結果を受けて、

１０月考査トップ６人に、以下の質問を答えてもらいました。

最善の勉強方法がまだ見つからないという人、ぜひ６人の勉強

方法を参考にしてみませんか。ガイダンス集会で宮浦先生も言

われていましたが、自分に合った勉強方法を早く見つけること

が大学受験に向けて最も大事です。様々な人の勉強方法を参考

にし、マネをし、自分のスタイルを早く確立してください。 

 

 

 

 

 

【A さん】 

①考査１週間半前ぐらいから 

②教科書やノートなどを見ながら内容や重要語句の確認をし

て、赤シートを使用しながら覚えていきました。また、ワーク

などは、「解けた、解かなかった」に関わらず、不安な問題に印

をつけて解き直しました。解き直しまでする時間がなくても解

き方の確認だけはするようにしました。おすすめの勉強方法は、

国語はプログレスワークをしっかり解き直すこと、古単や英単

は一度範囲の問題をすべて解いてから、不安なものに印をつけ

て２回目からは印の問題を重点的に覚えることです。家庭科や

情報は長く勉強時間をとることが難しいので、授業時にノート

を丁寧にまとめ、ある程度授業の段階で覚えておくことが大事

だと感じました。 

③１０月考査は全体として大きく点数を落とした教科がなか

ったのですが、得意教科で少し伸び悩んでしまったのが反省点

です。また、ケアレスミスでの失点が前期に比べて多くなって

しまいました。次回の考査では、全教科７０点以上で、平均８

０点以上を維持しつつ、順位もより高い位置をねらっていきた

いと思います。 

④正直、あまり勉強に時間を割くことができていないのが現状

です。しかし、授業や予習、小テスト、単元テストの勉強、週

末課題など最低限のものは必ず取り組むようにしています。 

【B さん】 

①１週間前 

②「英語」→単語、熟語を覚える。「数学＆物理」→ワークを解

く。「生物」→ノートの（  ）内を覚える。「国語」→文法を

覚える。漢字、プログレスなどを覚えておく。「歴史」→ノート

の赤字を覚える。「情報」→ワークは覚える。レポートを見て授

業を思い出す。 

③もう少し余裕をもって課題を終わらせることができたらよ

かった。その分、点数が取れなかったので、次回は悪い教科が

ないようにしたい。 

④課題を頑張る。ほどほどにして、早く寝る（とてもおすすめ）。 

【C さん】 

①１０月１４日 

②歴史とか生物など、勉強すれば伸びる教科を中心にする。 

③言語文化、家庭科、数学 A などはもっと早くすべきだった。 

④課題があればそれをしている。数学をする。 

【D さん】 

①９月の終わりぐらい 

②「数学」→超基礎を大切に、まとめよりも導入を読む、常に

本番を意識する。「英語」→音読を大切にして、教科書の速読ペ

ージを利用、論表は授業を大切に。「物理」→図を描くことを大

切に、公式は必要なもの以外は覚えない。忘れても導けるよう

にしておく。暗記系は覚えて寝るまでが１セット。 

③古典の助動詞「む」「べし」の理解を強めたい。次回は三角比

と整数という恐ろしいコンビ。特に整数は数Ⅰ・A の中でも屈

指の難易度なので気をつけたい。英語もいよいよ分詞構文と高

校らしくなってきた。物理はいよいよ熱力学。目に見えない、

図が描けない。でもイメージが大切。 

④数学→Ⅱ、B、Ⅲでは、新しい概念が多く、楽しんで勉強して

います。英語→音読、基本。これで何とかなる。物理→専門物

理の超基礎ワーク。なぜか表紙は白クマ。パターン化された良

問が多く、力をつけやすい。物理選択者におすすめ。 

【E さん】 

①１～２週間前 

②「国語」→授業ノートを見直す。音読する。小テストや週末

課題の範囲を見る。古典文法はノートに書いて覚えているか確

認する。「数学」→基礎を解いた。「英語」→自習用に配られた

プリントや課題を解いた。「理科」→ワークを解いた。 
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作業のお手伝いありがとう 先生たちが貼ってくれました 生徒の決意を確認する担任 

質問①「１０月考査に向けて勉強し始めたのはいつから？」 

質問②「考査に向けてどのような勉強をしましたか？」 

質問③「今回の反省、次回の目標は？」 

質問④「考査前以外はどのような勉強をしていますか？」 



「社会」→ノートやワークを赤シートで隠せるようにして勉強

した。「情報」→レポートを見て、計算問題を練習した。 

②ケアレスミスが多かった。数学は応用問題もしておけばよか

った。生物は計算に慣れておきたかった。次はもっと早く課題

を終わらせて、自主勉強できる時間を増やしたい。 

④次の日の数学授業を予習している。各教科で出された課題を

している。何度もしないと覚えられないもの（古典文法など）

をすることもある。テスト前に困らないように授業ではメモを

取るようにしている。小テストを勉強している。その週にやる

ことをリストアップするのがおすすめです！ 

【F さん】 

②テストの週になるまでに必ず全教科１周は勉強する。暗記教

科前日と当日の朝が一番大事。 

③生物５９点はいただけない…。英語はどちらも９０点台にし

たい。数学はどちらも８０点台にしたい。 

④予習をすることと、数学は NEW ACTION LEGEND を用い

て勉強しています。 

 

のび太君の「きっかけ」 

 いつものように青い空に白い雲がひとつ浮かんでいました。 

 のび太が学校から帰るとドラえもんが動かなくなっていま

した。当然のび太にはその理由がわかりません。叩いたり、つ

ついたり、しっぽを引っ張ってみたり。でも、ドラえもんはピ

クリとも動きません。のび太は引き出しのタイムマシンに乗っ

て、２２世紀にいるドラミちゃんを連れてきました。 

 ドラミちゃんは動かなくなったお兄ちゃんを見て、すぐにそ

の原因がわかりました。電池切れです。のび太は「早く、早く」

とせがみました。そんなのび太にドラミちゃんは悲しそうに言

いました。「のび太さん、お兄ちゃんとの思い出が消えてしまっ

てもいい？」ドラミちゃんは説明しました。電池を交換すると

今までの記憶がすべて消えてしまうこと。今のままなら消えな

いこと。そしてドラえもんの製作者は極秘で、連絡して助けて

もらうことは不可能なこと…。 

 のび太はうつむいて、ある決心をしました。そしてドラミち

ゃんに言いました。「このままでいいよ。ありがとう。」ドラミ

ちゃんは２２世紀へと帰っていきました。 

 あれからどれくらい時間が経ったのでしょう。のび太は科学

者になっていました。小学生の頃、出来の悪かった彼ですが、

あの時以来、必死に頑張って勉強し、大学そして大学院へと進

学し、今では権威のあるロボット工学の研究者になっていまし

た。ある日、絶対に入ることを禁じられていた研究室にしずか

ちゃんが呼ばれました。中に入ると、夫であるのび太が微笑ん

でいました。そして机の上にある「それ」を見てしずかちゃん

は驚きました。「ドラちゃん？」 

 のび太はあの日以来、ドラえもんは未来に帰ったとみんなに

は言っていたのです。 

 「しずか、今からドラえもんのスイッチを入れるから。」 

 しずかちゃんは黙ってのび太の顔を見ています。あの日以

来、ずっとこの瞬間のためにのび太は頑張ってきたのです。子

どもの頃の思い出がよみがえってきます。気が付くと頬が涙で

ぬれていました。のび太は静かにスイッチを入れました。ほん

の少しの静寂のあと、長い長い時がつながりました。 

 「宿題は終わったのかい？のび太君。」 

 あの日と同じ雲が流れていました。 

誰だって変わろうと思えば、変われるのです。のび太にとっ

て「ドラえもんの電池切れ」ということが彼の人生を変える「き

っかけ」になったのです。 

もちろんこれは作り話で、実際はそう簡単に人生は変わりま

せん。しかし、このような「きっかけ」を感じ取る敏感さ、素

直さを持ち合わせることこそが一番大切なのではないでしょ

うか。その「きっかけ」は案外、日々の生活の中に隠されてい

るかもしれません。 

この iDEA’s 月間がみなさんにとって大きな「きっかけ」に

なってくれると期待しています。 

 

税の作文で３名が表彰されました！ 

令和４年度「税に関する高校生の作文」において、以下の３

名が表彰されました。３名はこの税の作文をきっかけに、普段

は考えないことをじっくり考え、それについて自分の意見を述

べるいい機会をもつことができたようです。これも前述の「き

っかけ」を大切にした例ですね。受賞おめでとうございます。 

兵庫県租税推進連絡協議会賞 

３組 原田 知海   「未来への貯金」 

署長賞 

３組 鎌田 福大郎  「成人年齢引き上げと自身への影響」 

三田市租税推進連絡協議会賞 代表幹事賞 

１組 望月 彩姫   「『税』を知った今」 

 

１１月後半の予定 

12 日(土) オープンハイスクール（月曜日の時間割） 

14 日(月) 代休 

18 日(金) 創立記念芸術鑑賞会(PM) 

26 日(土) プログレス探究 A 

 

１２月の予定 

3 日(土) 学習マラソン 

8 日(木)～14 日（水） 後期中間考査 

17 日(土) 祥雲 SSH シンポジウム（プログレス探究 A） 

19 日(月) SSH 講演会（3～6 限） 

 クリスマスイベント（国際交流＆ESS） 

23 日(金) 全校集会 

26 日(月)～28 日(金)冬季補習 

 

 

ふれあい育児体験 ふれあい育児体験 ガイダンス集会 

小テスト返却。合格したかな？ 外でランチタイム 国際交流（陶芸体験） 


